
TOAシブル株式会社
学生が当社を見学に来るということ

自体がめったにないことであり、社

員の帰属意識向上に寄与する一日

だったと感じます。若者たちの視点

や考え方は我々にとっては斬新であ

り大変貴重でした。

おとずれ山の会
既成概念にとらわれず自からの行動

と実践により「里山」に取り組もう

とする真剣な「思い」をしっかり受

け止めなければならないと強く感じ

ました。

しろい環境塾
里山保全活動は体力が必要ですので、

若い力に期待したいと思います。土

曜日等のグループでのボランティア

活動に参加いただけたらと思います。

楽しくなければ続かないと思います。

waco
個人事業をしている身としては非常

に応援したいと考えています。

さらに、単なる活動にとどめるので

はなく持続可能な事業へと進化させ

ていくことが、社会に出た後も必ず

役に立つので、その部分をサポート

したいと感じました。

手賀沼アグリビジネスパーク
事業推進協議会

皆さんには、壮大な夢やビジョンと

同時に、自分たちの手でできるトラ

イ、まずやってみることができるア

クションを考えていただき、実際の

フィールドでチャレンジしてもらい

たいなと思います。

まつどフードバンク
欧米諸国に比べ、日本はボランティ

アに関する活動や関心が少ないとい

われている中、若い学生がボラン

ティアに関する活動が増えてきてい

るということはとても良いことだと

思います。今回は、学生たちの想い

や熱意が感じられ、とても良い時間

を過ごさせていただきました。

若 者 が 主 役 の 環 境 保 全 活 動 応 援 事 業

～ 若 者 の 発 想 で 環 境 を 繋 げ ～
あ な た ひ ら め き こ れ か ら

5～7月

8～9月 スタディツアーの開催

● どんな事業？

この事業は、気候変動等の環境問題やSDGsへの取組などに関心がある若者を対象に、環境保全活動のアイ
デアコンテストを開催し、行動に向けた最初の一歩を後押しすることで、次代の環境保全活動をリードする
若手人材の掘り起こしと育成を図ろうとするものです。
コンテストで選出した優秀なアイデアには、賞金最大50万円を交付するほか、実際の活動を支援するため、

研鑽機会の提供や企業等への紹介、各種助成制度の活用支援などを行います。

● 何をやったの？

課題の収集・協力団体の募集

団体・企業などが環境活動を通して解決したい課題などを、団体・企業の情報とあわせて個票にまと
め、千葉県ＨＰにて紹介（Ｒ６年度までに81団体）。若者が考える環境保全活動のヒントとしました。

体験したい、話を聞きたいといった若者のニーズに応え、スタディツアーを開催することで、団体・
企業の皆様と若者のマッチングを行いました。その結果、団体・企業の皆様と若者の交流が生まれ、
若者の視点から新たな課題や解決策が見つかるきっかけとなりました。また、インプットした情報を
形にする楽しさを体感するプロジェクト相談会を実施。アイデアの具体化を後押ししました。

スタディツアー受入団体からの感想（抜粋）

裏
面
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団体・企業の皆様には協力団
体として、環境保全活動の体
験の機会提供や、若者への応
援となるノウハウや資材等の
提供にご協力をお願いいたし
ます。

若 者 が 主 役 の 環 境 保 全 活 動 応 援 事 業

～ 若 者 の 発 想 で 環 境 を 繋 げ ～
あ な た ひ ら め き こ れ か ら

2～3月 活動の開始・中間報告

スタートアップ会議を経て、若者たちは活動を開始。活動報告会では各団体が具体的に進めた活動内
容を報告しました。聞きに来てくれた協力団体の方々からご意見、助言を得ることができたほか、若
者団体同士や協力団体とのコラボレーションの可能性が生まれました。

● 問合せ先

● 令和７年度も開催します！

令和７年度もアイデアコンテストを開催することが決定しました。
さまざまな環境分野において課題に取り組んでおられる団体・企

業の皆様とともに、これまでに引き続き若者の環境活動のきっかけ
をつくり、支援していきたいと考えています。

●令和７年度 若者が主役の環境保全活動アイデアコンテスト

募集開始：令和７年６月下旬

開催日時：令和７年10月19日（日）

開催場所：幕張メッセ国際会議場

賞金最大
50万円！

10月 アイデアコンテストの開催

幕張メッセ国際会議場にてコンテスト開催。令和５年度は９団体、令和６年度は11団体がエントリー
し、それぞれ３団体が受賞しました。

第1位 第2位 第3位

令和
５
年度

●：成田日本茜復活チーム
（千葉県立成田西陵高等学校
園芸科作物専攻）
◆：蘇れ！耕作放棄地
～日本茜に託す私たちの想い～

●：学生団体グリーンベース
◆：里山活用コミュニティ

「グリーンベース」

●：千葉大NESO
◆：地域の特色を生かした
自然体験型学習プログラム
の画策

令和
６
年度

●：千葉県立大網高等学校
農芸化学プロジェクトチーム
◆：食品加工廃棄物と鉄くずで

作物パワー活性化

●：Carutena
◆：着なくなった洋服に、
第二の人生を

●：東邦大学
ネイチャープロジェクト
◆：里山が抱える二つの課題
～都市住民による持続可能
な里山保全活動の提案～

受賞団体のチーム名と企画のタイトル（●：チーム名、◆：テーマ）

コンテストや本事業にかかる各種イベントに関するご質問、お申し込み等は下記までお知らせください。
◆若者が主役の環境保全活動応援事業
受託者：NPO法人環境パートナーシップちば 担当：桑波田・山内
電話番号：０９０－８１１６－４６３３
電子メールアドレス：youth@kanpachiba.com
委託者：千葉県環境生活部循環型社会推進課
電話番号：０４３－２２３－２７６０

令和5年度受賞者 令和6年度受賞者

R5年度の活動報告会の様子 ⇒ https://youtu.be/V1Nq8x1xAPE

https://youtu.be/V1Nq8x1xAPE

